
 

令和７年度 自己評価及び学校関係者評価書 
令和８年１月２０日 

江別市立大麻小学校 

１．本年度の重点目標 

 

 

 

 

２．自己評価結果に対する学校関係者評価 

分
野 

評 価 項 目 

自 己 評 価 
学校関係者評

価 

達成
状況 

改善の方策 
自己評価

の適切さ 

改善策の

適切さ 

経
営
方
針
の
重
点 

①「すすんで取り組み、 

高め合う」大麻の子  

～伝え合い 認め合い 高め合い～ 

〇自ら学び、考えや思いを生き生き 

表現できる子 

〇自ら目標を持ち、最後までやりき 

る子 

〇自ら進んで元気に活動できる子（挨 

拶・反応） 

〇認め合い、思いやりの心で自ら行動で

きる子  

A 

「元気にはい」「進んではい」「最後
まではい」をスローガンとして、お互
いの気持ちや立場を理解すること、
きまりや約束を守ることを意識しな
がら楽しく学校生活を過ごす児童の
姿が見られた。係や委員会活動、行事
において目標に向かい役割を果たそ
うとするなど、意欲的に活動する子
どもたちの意識の高まりが前年度に
引き続き感じられた。 

しかし、自分の気持ちを話すこと
ができたり他者への伝える力に相対
的な課題が見られるので指導の工
夫・改善を図っていくことが必要で
ある。学級経営・学力向上の全体計画
に示されている具体策について、共
通理解を図り、短いスパンで RPDCA

サイクルを回しながら課題解決に向
けて取り組んでいく。 

A A 

教
育
課
程
・
学
習
指
導 

②教育課程を通して必要となる資質・能
力の確実な育成 

＊学力向上、授業改革の推進 
＊指導体制の工夫、学習環境の充実 
 

A 

子どもたちが教わる授業から、子
ども一人一人の学びの保障を行う授
業改革を行ってきた。ＩＣＴ機器の
効果的な活用と対話を重視した授業
実践を通して、子どもを中心におい
た学習を積み重ねてきた。また、各種
調査から児童の実態と分析を行い指
導の重点化を図り、計画的な指導を
行っている。個々へのサポートを確
実にするため、教職員の配置を考え
より良い体制で臨んでいる。学習サ
ポート教員や学生ボランティアの協
力と専門性を生かした算数専科の授
業により、「より分かる」授業を展開
し、学力向上を進めている。 
家庭科学習の定着に向けて、家庭

学習の手引きを活用しながら粘り強
く家庭と連携していく。今年度は家
庭学習強化週間を年４回実施し、意
識化を図り、各学年の達成率が上昇
した。 

A A 

◎「すすんで取り組み、高め合う」大麻の子 ～伝え合い 認め合い 高め合い～ 
〇自ら学び、考えや思いを生き生き表現できる子  〇自らの目標を持ち、最後までやりきる子 

〇自ら進んで元気に活動できる子（挨拶・反応）  〇思いやりの心で自ら行動できる子  

 



 

生
徒
指
導 

③「安全」「安心」の学校づくりの確立 
＊学校いじめ防止基本方針に基づく取組 
＊不登校児童への対応等の支援体制 
＊互いを認め、高め合う人間関係づくり 

A 

いじめの対応では、複数の目によ
る児童の見守りや相談ポストの設置
など心のケアに努める体制をとっ
た。担任・支援員・サポート教員・SC
などと情報の共有化を図り、組織的
に迅速な対応を図ることを徹底して
いくことにより最善の解決に向けた
取組を行っていく。児童会では、「お
もいやり集会」で思いやり標語を作
成し意識したり「挨拶運動」で他者と
関わる機会作りをしたりと児童が主
体となって取り組むことができた。 
課題を抱える児童や保護者には、今
後も教育相談や関係機関と連携して
いく。 

A A 

小
中
一
貫
教
育 

④小中一貫教育の充実・発展による「目指 

す子ども像」の実現 
＊小中一貫教育による義務教育 9年間を 
見据えた指導 

＊大麻スタンダードによる学習・生活規 
律等の連続性の確立 

 A 

目指す子ども像「ともに支え合い

夢や可能性に向かってたくましく生

きる子ども」の実現に向け、組織的に

連携しながら小中一貫教育を進めて

きた。体験活動や乗り入れ授業の推

進や大麻スタンダード（学習・生活）

の取組を進めた。来年度に向けてス

タンダードの見直し・重点を確認し、

さらに焦点化を図り充実した取組を

推進していく。今後も、中学校区４校

で連携し、系統的で組織的な取組を

推進していく。 

A A 

 
そ
の
他 

⑤健康でたくましい心身づくりの推進 
＊基本的生活習慣の定着 
＊体力向上の取組 
＊性教育の系統的指導 

A 

運動会では、例年と同じく全校よ

さこいを取り入れ、異学年での学び

合いのよさを生かしながら活動をす

すめてきた。縄跳びの取組では、個々

の目標を明確にし、個別に鍛錬する

ことで体力向上を目指した。また、

学級の絆を深める意味でも効果があ

った長縄大会を実施した。仲間と切

磋琢磨し記録の更新を目指した。大

会は参観日に合わせたため、多くの

保護者の応援の中、実りある実施と

なった。今後も日常的な体力向上を

目指し、活動を工夫していく。 

包括的性教育を全学年で行った。

性教育週間を実施し、学校全体で意

識した教育を行った。ゲストティー

チャーを招き、専門的知識を得る場

面もあった。 

A A 

⑥地域との連携・協働の推進と情報発信 
の充実 

＊保護者や地域との連携促進 
＊情報提供・発信の充実 

B 

通学路の安全確保、気象状況に関

わる対応や日常的な情報発信など、

児童の安全・安心を最優先に、保護者

や地域、関係機関との連絡調整を図

ってきた。不審者対応などによる引

き渡し下校など喫緊の課題に対し、

校内組織を機動的に活用し、対応す

ることができた。また、定例の職員会

議でミニ研修を行い、教職員の今日

的課題について研修を行うなど、資

A A 



 

質能力の向上に努めることができ

た。日常的に必要な情報については、

職員員向けの通信を発行し、周知徹

底を図った。今後も適切な情報収集

とともに教育課程の進行管理や教育

目標の達成のために、組織的な対応

のさらなる充実を図っていく。 

【評点】Ａ：よい  Ｂ：おおむねよい  Ｃ：ややよくない  Ｄ：よくない 



 

学校運営委員より意見拝聴 

分
野 

評 価 項 目 意  見  等 

経
営
方
針
の
重
点 

①「すすんで取り組み、 

高め合う」大麻の子  

～伝え合い 認め合い 高め合い～ 

〇自ら学び、考えや思いを生き生き表現 

できる子 

〇自ら目標を持ち、最後までやりきる子 

〇自ら進んで元気に活動できる子（挨拶・ 

反応） 

〇認め合い、思いやりの心で自ら行動でき

る子  

・誰にでも進んで挨拶ができる児童が目立つ。 

・マンネリ化を防ぎ、学校全体で経営方針の重点を推進し
ていくために、年度当初から意識して取り組んでいく必
要がある。 

教
育
課
程
学
習
指
導 

②教育課程を通して必要となる資質・能力
の確実な育成 

＊学力向上、授業改革の推進 
＊指導体制の工夫、学習環境の充実 
 

・算数専科や少人数指導、TT 指導、指導方法の工夫が見
られ、きめ細かい指導が実践されていると思う。 

・学生ボランティアも充実している。児童にとって近い年
齢のサポートも重要である。 

・自分の考えを素直に自分の言葉で言える子が多いが、対
話を重視した授業展開（こども中心の）はこれからも進
化させてほしい。 

・ICT 機器、タブレットを活用した授業の工夫を学校全体
で取り組んでいる。 

生
徒
指
導 

③「安全」「安心」の学校づくりの確立 
＊学校いじめ防止基本方針に基づく取組 
＊不登校児童への対応等の支援体制 
＊互いを認め、高め合う人間関係づくり 

・子どもに寄り添った関りを重視し、安心安全な環境づく
りを行ってほしい。 

・子どもが安心して学校生活を送ることができるよう人
間関係や居場所をしっかり作ってほしい。 

小
中
一
貫
教
育 

④小中一貫教育の充実・発展による「目指

す子ども像」の実現 
＊小中一貫教育による義務教育 9年間を 
見据えた指導 

＊大麻スタンダードによる学習・生活規律 
等の連続性の確立 

 

・９年間を見通した大麻スタンダードを実施することで
中学校にもスムーズに移行できる。 

・系統的な指導を行い、中学校と連携し充実した学校生活
を送ってほしい。 

そ
の
他 

⑤健康でたくましい心身づくりの推進 
＊基本的生活習慣の定着 
＊体力向上の取組 
＊性教育の系統的指導 

・縄跳びなど継続した取り組みで走力もついている。日々
の体力づくり・柔軟性を養う運動で成果が上がっている
と思うので、継続してほしい。 

・包括的性教育の実践を継続し、様々な考えを尊重した教
育を継続してほしい。 

 

⑥地域との連携・協働の推進と情報発信の
充実 
＊保護者や地域との連携促進 
＊情報提供・発信の充実 

・teroruの活用は情報の伝達が早かったり、アンケートを
とりやすかったりと利便性が十分に生かしている。 

・ホームページの活用を活性化し、さらに地域に発信して
ほしい。 

【評価項目の設定、達成状況及び改善の方策に関する学校運営委員の評価意見】 

・自己評価は妥当に行われており、改善策についても適切である。 

・子どもたちも大変素直な子が多く、自分らしさを活かして学んでいる姿が見られる。 

・コロナ禍が終わり、ＩＣＴなど学校を取り巻く課題が多く、日々の学校生活をよりよくしたいという教
員の意識と実践に感謝したい。 

・働き方改革をさらに進め、先生方が心身健康に過ごすことで、余裕をもって子どもたちと接することが



 

できる。より良い環境が作られ双方のウェルビーイングが図られると思う。 

 


